
研究目的
東日本大震災後、宮城県では、不登校の増加、落ち着きのなさ等の問題が報告さ
れている。これらはセルフレギュレーション能力や実行機能の問題と捉える
ことができる。そこで本研究では、子どもの問題の解決と予防を目ざして①筆
者が開発した実行機能の育成のためのSocial Thinking & Academic Readiness 
Training (START)プログラムを被災地宮城の子ども達に実施し、その効果を明ら
かにすること、②実行機能と学力との関係性を明らかにすることを目的とした。

研究方法

１．幼稚園児への START プログラムの介入研究

(1)	対象者：宮城県内に立地する幼稚園児
	� 実施群では、クラス毎に週1回STARTプログラム実行機能レッスン(6回）を

実施した。統制群では、通常の活動を行った。
	 実施群：年長児64名(男児31名、女児33名)
	 統制群：年長児47名(男児26名、女児21名)
(2)	手続き　STARTプログラムと測定のプロセスを右下図に示す。
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Academic Readiness│学習準備（実行機能）

（1）学習時の約束	 （2）注意集中の基本
（3）注意集中の妨害への対応	 （4）注意の移行：指示と変化へのすばやい対応
（5）ストップⅠ：興奮への対応	（6）ストップⅡ：イライラへの対応

Social Thinking│ソーシャル・シンキング

（1）感情理解のための論理的な考え方Ⅰ：同じ気持ちと違う気持ち
（2）�感情理解のための論理的な考え方Ⅱ：なぜそうなったの？感情変化の原因理解
（3）友だちになるためのゴールⅠ：物の共有
（4）友だちになるためのゴールⅡ：グループへの参入
（5）友好的な問題解決Ⅰ：物の共有
（6）友好的な問題解決Ⅱ：グループへの参入と譲歩
（7）あいまいな不快な感情の理解Ⅰ：自分自身に対して
（8）あいまいな不快な感情の理解Ⅱ：他者に対して
（9）トラブルを善意に解釈することⅠ：わざと？たまたま？
（10）トラブルを善意に解釈することⅡ：身体的トラブルに対して
（11）トラブルを善意に解釈することⅢ：参入トラブルに対して
（12）社会的排除に対する対応
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(3)	測定項目 � ①実行機能
	 ・�抑制課題（フルーツ・ベジタブルストループ）
	 ・�視覚的ワーキングメモリ（手の動作課題）
	 ・�聴覚的ワーキングメモリ（逆唱課題）
②セルフレギュレーション
	 ・�Head-Toes-Knees-Shoulders(HTKS) Task

③教室での子どもの行動分析（VTR分析）
	 ・教師の指示に対する子どもの行動応答性
④教師による子どもの行動評価
	 ・チェックリスト（CBCL-TRF）

２．実行機能と学力との関連

(1)	�対象者：�宮城県の小学1年生100名 (男52名、女48名) 
(2)測定項目 � ①実行機能

	 ・�抑制課題（フルーツ・ベジタブルストループ）
	 ・視覚的ワーキングメモリ（手の動作課題）
	 ・聴覚的ワーキングメモリ（逆唱課題）

②セルフレギュレーション
③国語能力：PVT-R絵画語り検査
④算数能力：KABC-Ⅱ数的推論

 

(3)	分析方法：�Amos26を用いて共分散構造分析を行い、 仮説モデルを検証した。

研究結果

１．幼稚園児への START プログラムの介入研究

実行機能抑制フルーツ・ストループ課題

プログラム実施により抑制機能が有意に向上
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交互作用が有意
F(1,98)=5.614, p=.020

不安・抑うつ

実施群で不安/抑うつが有意に向上
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F(1,108)=10.639, p=.002

自己制御能力が低かった子どもはプログラム実施により有意に向上

セルフレギュレーション（HTKS課題）
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STARTプログラムの実施により、宮城の幼稚園児の抑制コントロール能力と不
安･抑うつが改善された｡ セルフレギュレーションは、実施前に平均以下の子ど
もにおいて向上した。

２．小学 1 年生の実行機能と学力との関連
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実行機能の各要素及び
セルフレギュレーション能力と学力との関係性

・�国語の能力は、聴覚ワーキングメモリと、聴覚ワーキングメモリから影響を受けた
セルフレギュレーション能力が関係した。

・�算数の能力は、聴覚及び視覚ワーキングメモリと、聴覚ワーキングメモリから影響
を受けたセルフレギュレーション能力が関係した。

＊本研究は、山本訓子氏（関西福祉科学大学講師、佛教大学非常勤講師、兵庫教育大学連合大学院院生）との共同研究である。
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